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土 と基礎 に関す る　技術者 の た め の 英語

5．　 コ ン トラ クター か ら見 た技術英語 の実際 H
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ー

幽

藤
脚

海
ま T5

勝
＊

5．1 は じ め に

　前号 の 「 コ ン トラ ク タ
ー

か ら 見た 技術英 語 の 実際 1」 で

は，海外土木 工 事 の 特 徴 と入札 ・工 事 に 関す る 契約書類と

技術英語 の 関係 が 説明 され た。本号 で は建設工 事中 に発 生

して くる諸問題 を解決す る の に 技術英 語 が どん な形 で 現 れ ，

か っ どの よ うな役割 を担 っ て い る か を述ぺ る
。

　海外工 事 に お い て は，工 事仕 様書 （Performance　Speci一

丘cation ）と 設計 図 （Drawing ）が発 注者 と請負者 の 意思 の

伝達手段 （communication 　vehic1e ）と い わ れ ， こ れ らを

正 し く解釈 ・運用 す る こ とが 両者に と っ て プ ロ ジェ ク トを

協力的 に 成功裡 に完 成 させ る た め の 必 須条件 と な る。

　本題 で は こ の 工 事仕様書 に記述 され た技術英語 の 解釈 の

相違 か ら発生 した トラ ブ ル 事例を紹介 し，技術英語 の 実際

面 を論 じ て読者の 参考 にす る こ とを期 し た い
。

　現在， 日本の 建設市場 の 開放，外国企業参 入 が検討され，

実務段階に入 っ て きて い る。日本語 で，日本 の 土俵 に て 対

応 し て ゆ くこ と に 変 わ りな い が
， 外国企業の もの の 見方

・

考 え方を理解 して 対応 して い け ば，問題
・トラ ブ ル は 最小

限 に止 め る こ とがで きる と思 わ れ る。こ の 理解 の
一

助 と し

て こ の 技術英語 の 解釈 ・運 用 が 参考に な る と思 わ れ る。

5．2 海外 工 事 シ ス テ ム の特徴

　海外工 事 が 国内工 事 とシ ス テ ム の 面で 基本的 に違 うと こ

ろ は ，

「
コ ン トラ ク ター

か ら見 た 技術英語 の 実際 1」 で 述

べ られ た ， 〔1）文書中心主義 と，  エ ン ジニ ア の 存在，に加

えて 価格 の 決定法 が あげ られ る。海外 工事で は 入札者 （の

ち の コ ン トラ ク タ
ー

） が工 事 に 採用す べ きすべ て の 施工 法

を自 ら選定 し，工 程 を決定 し て 見 積 り し，入札価格 を決 め

る。通常 こ の 入札価格が最低価格で ， 入札 の 要求事項 を満

た し て い れ ば 落札価格 （の ち σ）工 事価格）とな る。

　 こ の 入札価格 （工 事価洛） の 決定法 とエ ン ジ ニ ア の 存在

の ため，コ ン トラ ク タ
ー

（請負者）は次 の よ うな 責任 が生

じ る 。

《1パ 国内で は入札 に 際し，特 記 仕様書を除い て は 共通仕様

　 書，契約書を精査 す る こ とは少 な い の に 対 し ， 海外 で は

　 設計図 ・工 事仕様書，土質デー
タ 等を よ く解釈 ・理解

　 し，現揚状況 を 把握 して施 工 計画 ・施工 法 ・工 程 を決定

　 し
， それ に 基づ い て 見積 り （estimating 　or 　pricing） を

　 す る。す な わ ち，日本 の 発注者 は 施工 条件を想定 し て 主

　 な 工 法 を あ る 程度指定 し て く る の で ， 入札者 は こ の 条件

　 に 基づ い て 入札 を行 い
， 入札価格を決め る。し か し海外

　 で は入札者 は 自ら土質デー
タ な ど の 解釈 ・判断 を責任 も

　 っ て 行 い ，工 法 を選 択 ，決定 し て 入札価格を決 め る．特

　 に 土質 ・地盤 ・岩盤 な どの 地質条件 の 解釈 そ して条件の

　想定は 選択す べ き施工 法 を 左 右 し，入札者 に よ り千 差万

　別 と な る。そ れ ゆ え に ， 施 工 法 が違 い 入 札価格 に大 き な

　差 が生 じ，最低入札価格 と最高入札価格 の 差が 2 〜 3 倍

　 とい うの が よ くみ られ る。

（2） コ ン トラ ク タ
ー

は ， 工 事施 工 中仕様書 に従 っ て 工 事 監

　理す る エ ン ジ ニ ア と ゴ ミ ュ ニ ケ
ー

ト （お 互 い の 立 場
・責

　任 を理解 し意思 の 疎通を図 る こ と） し て ，コ ン トラ ク タ

　
ーが計画 ・実行 し て い る施 工 法 を理解 して も ら うこ とが

　肝要 と な る 。 そ して も し，地 質条件，施工 条件等に 入札

　時 の も の と相違が あ る と判断 す る と き は技術的 な論議 が

　 必 要 に な る。

　 こ の よ うに，工事仕様書お よ び 土 質デー
タ を正 し く解 釈

・判断 し て 工 事条件 を想定 した り ， 工 事 施 工 中に エ ン ジ ニ

ア と コ ミュニ ケ
ー

トす る の に ， 技術的知 識 が 必 須 で あ D，

そ の 知識を具現化 ・使用 す る た め に は 技術仕様書や 地質 レ

ボー
トに 記述 され て い る技術英語を，文 脈 も含 め て 正 し く

解釈 し判断 ・使用出来 な けれ ば な らな い。

5．3 条件変更契約条項

，
  大林組　土木本部海外土木第一部　工 事課長

April ，1989

　海外工 事 に おい て は，前述 の とお り，士 と基礎 を専門 と

す る 伎術者が地質条件 を い か に 正 確 に 把握す る か が 入札価

格 に 大 き く影響す る。

　最悪 の 条件を想定す れ ば最高価格 に ， 最良 の 施工 条件を

予 測す れ ば 最低価格 に な る の が 普通 で あ る 。 前者 の 条件 で

入札 が行 わ れ れ ば 入札価格は 高 くな り， した が っ て 工 事

価格 も高 くな り，工事条件の 相違に 対す る リス ク は すぺ て

発注者 が 負担 す る こ とに な る 。 後者 の 場合 は 入札価格 は 低

くな り，工 事条件の 相違 に 対す るす べ て の リス ク は入札者

（請負者） の 負担 と な る 。 こ れ で は合 理 的 で な い とい うこ

とで ，リス ク を発 注 者 と請負者 で 合理 的 に 分担す る 目的で

い わ ゆ る条件変更条項 （changed 　condition 　 clause ） が設

け られ た。す な わ ち ， 請負者 は 契約図書 に示 されて い る，
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あ る い は そ れ か ら正 当に 予 測 ・想定 され る 工事条件内で の

リス ク を負担 し，そ の 範囲 を越 え る 事象 に 対す る リ ス ク は

発注者 が 負担 す る と い う こ と に な っ て き た。

　 こ の 考え方は コ ン サ ル テ ィ ン グ ・エ ン ジニ ァ 国際連盟作

成 の 標準契約書 （通称 FIDIC 　Contract） に 反映され て い

る。以下 に そ の 関係部分 を記 述 す る。

F五DIC 　Contract（第 3 版）
1）

　Adverse 　Physical　Conditi  ns 　and 　 Art三ficial　Obstruc・

tion

　If，　however ，　dur洫g 　the 　 execution 　 of 　 the 　Work 　the

Contracter　 shall　encounter 　physical　 conditions ，　 other

than　 climatic 　 conditions 　on 　the　Site，　 or 　artificial

obstructions ，　 which 　 conditions 　Qr 　obstructions 　 could ，

in　his　opinion ，　not 　have　been　reasomably 　foreseen　by

し， 発注者が支払 うもの とす る 。

　か か る出費に は ，

　（a） 上記 に関 連 して エ ン ジ ニ ア が請 負 者に発 す る指示 に

　　従 うこ とに よ り， ま た ，

　（b） エ ン ジ ニ ア か らの 特別 の 指示 がな い 場合， 請負者が

　　 エ ン ジ ニ ァ の 承 認 した 適 正 か つ 妥当な 処 置 を と る こ と

　　 に よ b ，

生 ず る 適正 か っ 妥当な 出費を含む もの とす る。

5．4 仕様書 お よび地質 データの解釈 の例

　5．4．1　 トン ネ ル エ 事 に おけ る仕様書と地質デー
タ

　前記 の よ うに ，海外工 事 の 特徴を持 ち合 わ せ た トン ネ ル

工 事 で 経験 した事例 を通 じて，入札時か ら工事施工 中に技

術英語な る もの が どの よ うな形 で 現れ，どん な役割を果た

し て い るか 例証 す る。

an 　experienced 　contractor
，　the 　Contractor　shall 　forth−

with 　give　written 　notice 　thereof 　 to　the 　Engineer
’
s

Representative　and 　if，　 in　 the　opinion 　of　the　Engineer，
such 　conditions 　or 　artificial 　obstructions 　could 　not

have　been　reasonably 　foreseen　by　 an 　 experienced

contractor ，　then 　the 　Engineer 　shali 　cert 丘y　and 　the

Employer 　 sha11 　pay 　the　 additional 　 cost 　 to　which 　the

Contlactol　 shall 　 have　been　put　by　reason 　of 　such

conditions ，　including　the　proper　and 　reasonable 　cost

　（a） of 　 complying 　with 　 any 　instruction　which 　the

　　Engineel 　 may 　 issue　 to　the 　 Contractor　 in　 connec −

　　t三〇 ntherewith ，　 and

　（b） of 　 any 　 proper　 and 　Ieasonable 　measures 　apProved

　　by　 the　 Engineer　 which 　 the　 Contractor　 may 　 take

　　 in　the　 absence 　of　specific 　instructions　from 　the

　　Engineer，

as 　 a　 result 　of 　such 　conditions 　or 　obstructions 　being

encOUntered ．

〔和訳〕

工 事 を阻害す る 自然的条件お よ び 人為

的障害

　た だ し， 工 事 の 施 工期間中に お い て ， 請負

者が現揚 の 気候条件以外 の 自然的条件 ま た は

鼬 壁晝∫ζ遭遇』，一．．迦か至粂性または 障害

が経験 ある請負者 Q 妥当な予見 の 範囲を越乙

る もの と」自身蚕考え る と」卸馬 請負者 は ただ

ち に書面 で エ ン ジ ニ ア の 代理 人 に 通 知す る も

の と し， か か る条件ま た は障害が経験あ る請

負者の 妥当な 予 見 の 範囲を越 え る も の とエ ン

ジ ニ ア が考 え る と き は ， か か る 条件 お よ び 障

害に遭遇 した結果 ， 請負者が か か る条件 の た

め に こ うむ っ た 追加出費を エ ン ジ ニ ア が証明

チオン ・バ ルー駅

　 A 国に お け る 地下鉄 工 事 で 並列 の トン ネ ル 1800m の 建

設 の 工 事 監 理 は ， 発 注者に 直接雇 用 され た エ ン ジ ニ ァ が行

っ た 。

　入札図書の うち工 事施工 に 関す る もの と し て

　（a ） 契約条件書 （Conditi ・ ns 　 of 　Contract）

　（b） 一
般仕様書 （General　Specification）

　（c） 特記 仕様書 （Particular　Specification）

　（d） 関連図面 （Drawings ）

　（e） 設計基準と工 事仕様書 （Design 　 Criteria　and 　Per・

　　formance　Specificatien）

　  地質 レ ポー・ト （Geotechnical 　 Factual　Report）

で あ っ た。

　上記図書 の 中 で 最優先 され る べ き 特記仕様書 の 中 で 施工

条件 （Physical　Features　and 　 Constraintsの 項）を規定

して い る部分の 抜粋 と，地質 レ ポートに添付され て い た地．

質縦断 図 を示 す （図一5．1）。

オ
ー

トラム ・パ ー
ク駅
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オ

　 （a ）　欝 ong 　Bahru −Outram 　Park

　　　 チ オ ン パ゚ ル ー
オ
ートラ ム ・パ ーク

（b）　Outram 　Park −Maxwell
　 　オ

ー
トラム ・パ ー

ク マ ク ス ウ ェ ル

図｝5．1 地質縦 断図 （Geological　profile）

土 と苗礎 ， 3r− 4 （375＞

N 工工
一Electronlc 　 Llbrary 　



The Japanese Geotechnical Society

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Geotechnlcal 　Soclety

（特記仕様書一施工 条件の 抜粋）

Physical　Features　and 　Constraints

Running　Tunnels

　（O　Tiong 　Bahru 　Station　to　Outram 　Park　Sta錘g塁
It　is　antic 三pated 　that　the 　majority 　of −t彑皇 length

of 　the 　bored　running 　tunnels　will 　 be　 construct 哩

within 　the　 competent 　sandstone 　strata （mainly 　Soi1

　type 　S2　with 　so 皿 e　S1）．　However ，
　over 　a　signi 丘cant

　length　the　geotechnical　investigations　have　indi−

　cated 　marine 　and 　estuarine 　deposits　and 　completely

　weathered 　 sandstone 　extending 　down 　to　the 　vicin −

　ity　of 　the　tunnels ．

（1） Outraln　Park 　Station　to　Maxwell 　Station

With　the　exception 　of　short 　lengths　 at 　 Outram

Park　Station　and 　 at　 Tanjong　Pagar 　 Road，　 it　 is

anticipated 　亡hat　the　tunnels ．｝竺ilL　be　constru ≦茎廻

within 　the 　competent 　sandstone 　 stra 生a （Soil　types

SIand 　S2）．

〔和訳〕

トン ネ ル

〔i） チ オ ン 。バ ル
ー駅一オ ートラム ・パ ー

ク駅

　　　ト ン ネル は そ の 延 長 の 大 部分 に わ た っ て 切羽が 自立

す る （competent ）型 岩層＿（主と し1．§2L≧ ζ、う ど こ

　塑 1）に建設 され る と 予期されう黛 　しか し，地質調

　査に よれ ばか な りの 延 長 に わ た っ て 海成粘土 層 お よ び

　河 口 堆積層，そ して 完全 に風化 した 砂岩が トン ネ ル 付

　近 ま で 下 が っ て きて い る の が 示され て い る 。

Ci） オ ートラム ・パ ーク駅
一

マ 2 ス ウェ ル 駅

オートラ ム駅とク ン ジ ョ ン ・パ ガー
ル 道路 の 短い 区

間を除い て ，一⊥翌 ネ ル は co 璽 鍍ent な砂岩層エSl と

鎚 ）」｝壁 設 さ泌 と予期され る 。

　5．4．2　正 当に 予測された地盤条件

　　　　 （
‘‘Reasonable”anticipated 　ground 　conditions ）

　仕様書に記述され た文章 そ の もの の 解釈 で あ っ て も， 職

業 ・立 場 に よ り地質条件 などに つ い て 楽観的に な っ た り，

悲観的 に な っ た り， 施工 条件の 良い ある い は施 工 条件 の 悪

い とい うよ うに相違 した解釈がで て くる 。 こ の よ うな 相違

は 地質デ ータ の 解釈 に も見 られ る。

　ボー
リ ン グ柱状図 ， 各種土質試験結果お よ び地質

一
般性

状 の 解説 な ど よ リ トン ネル 掘削対象とな る砂岩 の 性質を標

準化／
一

般化 しで表一5．1 に示 す。分類は地質分類 に 基 づ

い て い る 。

　地質デー
タ の 解釈 そ して 性質の 標準化には地質工 学技術

者 （geotechnical　engineer ）が主役に な る が，入札価格 の

基 となる トン ネ ル 施 工法の 決定は ， トン ネル 技術者が主役

April ， 198S
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一4．1 地質標準性状
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地 質 1
　 　 　 風　 化　 範 　 囲
顳

Sll 新鮮岩か らわずかに風化

S2

S4

した もの

中程度に 風化 した もの か

ら著し く風 化 した もの

完全 に 風化 した もの か ら

風化土とな ったもの

せ ん断 強 さ
　 a

（kgf／cm2 ）

2kgf ／cm2

1〜2kgf ／cm
！

O．8’・lkgf／cm
！

一軸 圧縮強 さ

（kgf／cm2 ）

4e〕kgf／cm ！

135　kgf／cmE

35kgffcmt

透 水係 数
　 k
（cm ／s ）

5XユO
『7

5XIO
−7

5XIO
−？

とな っ て地質工学技術者の ア ドバ イ ス を受けて 行 うの が通

常で あ る 。

　5．4．1で 示 した 特記仕様書の 「施 工 条件J は 施工 上 の 事 を

述 べ て い る の で ， トン ネル 技術者は 当然こ の 文中の
“
com −

petent　 sandstone
”

を工 学的に解釈する （す な わ ち トン ネ

ル 用語 で 解釈する ）。

　 トン ネ ル 用語で
“
competent 　 ground

”
の 意味を トン ネ

ル 技術用語集
2）・S）

より抜粋す る と

　　 COMPETENT 　GROUND 　 Ground　 that　 does　 not

　　require 　supPort 　when 　a　tunnel　is　excavated 　through ・

　　生

　（トン ネル 掘削時， サ ポートを必 要 と し な い 地 山）

　岩盤力学用語 で competent 　 rock の 意味を rRock 　Me −

chanics 　Principles」4） よ り抜粋する と

　（i） Competent　 rock ，　 i．e．，　 rock 　that 　 will 　 sustain 　 an

　　opening 　without 　artificial 　supPort ．

　　（人為的なサ ポートな しで 掘削開 口 が保持され る岩）

　（il） Incompetent 　rock
，
　i．e．，　rock 　which 　 requires 　arti

−

　　 ficial　 supports 　to　sustain 　 an 　openlng ．

　　（掘削開口 を保持す る の に 人為的なサ ポートを 必 要と
・

　　す る 岩）

とな る。

　 こ れ らを総合 して コ ン トラ ク ターの トン ネル 技術者は，

トン ネ ル 切羽 は 自立す る （stable ，　 stand 　 unsupPorted ）と

判断 し，ロ
ードヘ ッ ダーに よ る 全断面掘削可能 と考 え， オ

ープ ン タ イ プ の シ
ー

ル ド工法を 選 ん だ 。 こ の 時予測 され た

トン ネ ル 地盤 に つ い て 簡単に 英文記述す る 。

　Anticipated　Conditions　at　 Tunnel　Elevat三〇 n

　The　entire 　tunnel 　length　 except 　for　a　short 　 sectioD

adjacent 　to　Outra皿 Park 　was 　 expected 　 to　 lie　 within

the 　Jurong　Formation 　with 　 most 　of 　the 　rock 　 encoun
−

tered 　being　sandstone 　or 　siltstone ．　 These 　strata 　were

expected 　to　be　always 　competent 　based　on 　the　analysis

of 　data　in　the 　Factual　Report　and 　on 　the 　description、

in　the 　Particular　Specification　relating 　to　this　section ・

of　the　tunnels 。

〔和訳〕

予測 され た ト ン ネ ル 地盤

オ
ートラ ム ・パ ーク 近接部を除 い て ， トン ネ ル 全長 は ジ
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ユ ロ ン 層 の 中 に 在 り，遭遇す る岩 は大部分砂岩ま た は シ ル

ト岩 で あ る と予期 され た。地質 レ ポ ー
トの 分析 と特記仕様

書 の トン ネル 部 の 記述 に 基 づ き，こ れ らの 層 は常 に 自立す

る （co 皿 petent） と予 測され た 。

　 5．4．3　実際 の 地盤条件

　　　　 （
”Actual”encountered 　groulld　conditions ）

　 実際の シ ール ドトン ネ ル 掘削で は ， 予測 に反 し て，切羽

は 自立 せ ず崩壊性 を呈 す る トン ネ ル 地 山 に遭遇 した 。 す な

わ ち堆積岩は 砂岩 ， シ ル ト岩 ， 泥岩 ， 頁岩 と多種 に わ た り，

風 化 の 程度もい ろ い ろ で 硬 い 岩か ら完全 に風化 し土壌化 し

た層 ま で変化 した 。 特 に風化 が か な り進 み ， 砕 けやす く節

理 が発達 した 泥岩が切羽 に混在 し ， 切羽崩壊 の 因 となっ た。

更 に地層 の し ゅ う曲の 影響 も大き く，レ ン ズ状 の 破砕帯 が

潜在し切羽崩壊 を もた ら した。

　 こ の 崩壊性地層 の 上 に軟弱 な沖積層堆積土が存在して い

て ， 部分的に トン ネル 天 端部 ま で 予 想 よ り下 が っ て きて い

て 少 し の 切羽崩壊 もゆる され ず，い っ そ う トン ネル 掘進 を

溷難 に した。

　 こ れ らの 状況下 で 切羽 崩壊防止 対策 と して機械 の 改造 を

行 い，切羽 の 状態 に 応 じて ，ロ ッ ク ボ ル ト，シ ョ ッ トク リ

．一
ト （吹付 け コ ン ク リート）， 縫地 ， 手掘 り， そ して 圧気

工 法 を採用 した。

5．5 ク レーム状況 （Claim 　situatio 皿 ）

　 コ ン トラ ク タ
ー

は 予 測 した地盤条件 と違い ，か っ 予測 し

た もの よ り悪 い 条件に 遭遇 し，何らか の 対策 ・措置が必 要

に な っ た場合，そ の 旨をエ ン ジ ニ ア に通 知す る義務 が あ る 。

　 エ ン ジニ ア は こ の 通知 を受 け た後， そ の 現状 の 地盤条件

を検討 し，地質条件が相違 して い る と認 め られ た ら対策 ・

措置を措示 す る こ と が契約 上 要求 され て い る。しか し通常

は こ の 事実の 確認 は 否定され ，
コ ン トラ ク タ

ーが 自 ら措置

を講じて い くこ と が多く，そ の 結果 ， 追加 工 事費が発生 し

か つ 工事遅延 と な る 。 こ れ ら追加工 事費 の 支払請求 と工期

延長を求 め て ク V 一ム （コ ン トラ クタ
ーに 与え られた契約

上 の 権利を主 張す る こ と） し て い く，い わ ゆ る ク レ
ー

ム 状

況 （claim 　situation ） と な る 。

　5，5．1　ク レ
ーム通知 （Notice　of 　 claim ） およびク レー

　　 ム 書提 出 （Claim　 submission ）

　前記 の 事例 で ， コ ン トラ ク ターは 崩壊性 の 地質 （Un −

stable 　ground 　 conditions ）が続 い た の を見 て，契約約款

の 条項 に 従 っ て 予 測 した も の と違 う地 盤条件 に遭遇 し た と

い う通知 を行 っ た 。 こ の 時点で は既に切羽崩壊防止 手段を

と りだ した の で追加工事費が発生 して き て お り，そ の 補償

と 工 期延 長 を求 め る ク レ ーム 通 知 と な っ て い る 。 以 下 に 英

文例を示 す 。
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　 Dear 　Sirs

　　 Subject ： Notice　 of 　Claim　 of 　Unforeseen

　　　　　　 Physical　Conditions

　The 　geological 　 conditions 　 at　 the 　face　which 　have
been　encountered 　to　date　include　the 　high工y　fractured，
decomposed　mudstone 　curre 且tly　belng　 excavated 　and

arelatively 　 weak 　 mixture 　 of　cohesive 　 soil 　with 　 cohe −

sionless 　weathered 　blocky　rock ，　ol　with 　loose　materials ．

These　conditions 　have　made 　it　virtually 　 impossible　to

do　 full　face　 excavation ．　 Instead　 some 　 measures 　had　to

be　 taken 　such 　as 　 hand−excavating ，　 timbering ，　 rock

bolting　and 　ground 　treatment．

　 The 　above 　conditions 　are 　far　different　 from　the

competent 　 ground 　 conditions 　 that　 we 　 considered 　 at

tender 　time．

　 Therefore　this　is　 to　serve 　a　notice 　in　accordance

with 　Clause　12　 that　 we 　have　encountered 　adverse

physical　conditions 　 which 　could 　 not 　have　been　reason ・

ably 　foreseen　by　an 　experienced 　contractor ．

　V 
厂
e 　request 　you 　to　accept 　this　letter　as 　formal　notice

of 　our 　intention　to　seek 　reimbursement 　of 　the　addi ¶

tional　 costs 　incurred　together 　w 三th　an 　appropriate

extension 　to　the　time 　for　the 　co 皿 pletion　of 　the 　wQrks ．

〔和訳〕

予期せ ぬ 地盤条件 （Unforeseen　 PhysicaユCondi・

tions）ク レ ーム 通知

　現在ま で 遭遇 して きた切羽 の 地質条件 は ， ばらば らな泥

岩 で あ っ て 非常に破砕 さ れた もの で ，粘着土 と粘着力 の な

い ブ ロ ッ ク 状 の 風化岩 と の 比 較的 もろ い 岩 よ りな っ て い て ，

緩 ん だ 土 ， 岩を伴っ て い ます。こ の ため 事実上全断面掘削

が で きず，手掘 り，山留 め， ロ ッ ク ボ ル トや地盤改良など

の 措置を講 じ な けれ ば な らな くな り ま し た
。

　上記条件 は入札時 に 考えた 自立 す る 地 山 （competent

ground ）と非常 に違 うもの で す。

　 し た が っ て ，我 々 は，経験 あ る コ ン トラ ク ター
で も正 当

に （reasonably ）予測 で きな か っ た で あ ろ う不利な 自然的

条件 に 遭遇 した とい うこ とを契約第12条に従 っ て こ の 手紙

に て 通知 し ます 。

　正当な工 期延 長 と，発生 し た追加費用 の 支払 い を求 め て

い くこ とを正式 に通知す る手紙 と承知 して 下 さ い。

　 エ ン ジ ニ ア は こ の ク レ
ーム 通知に応 え て 以下の よ うな手

紙を出 し， 現時点 で は ，
コ ン トラ ク タ

ー
の 主張 し て い る

「予期せ ぬ 地盤条件」 を否定 して きた 。

Dear　 Sirs

Subject： Unforeseen　Ground 　 Condition　Cbim

土 と基礎，37− 4 （375）
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　Your　 letter　No 　 10001x　 of 　Y 　 1985　 refers 。

　 You 　have　 submjtted 　 notice 　 of 　 clai 皿 which 　 we 　 have

acknowledged 　as 　received ．

　Fu エther 　consideration 　of 　the　principle　of 　 the 　 claim

awaits 　your　detailed　de皿 onstration 　that 　 the 　physical

conditions 　actually 　encountered 　differed　from　the

physical　conditions 　that　an 　experienced 　contractor

could 　have　 reasonab 】y　foreseen　from　study 三ng 　a］1　infor・

mation 　available 　 to　you 　 at 　tender 　time ．

　To　do　this　you　 will 　have　to　demonstrate 　the 　ground

conditions 　 encountered 　differed　 from　those 　that　 could

have　been　reasonably 　foreseen．

　To 　date　you 　have　 failed　to　do　 so ．

　Itherefore 　 retain 　 my 　 opinion 　that　 on 　 the 三nforma −

tion　 available 　 to　 me ，　there　 is　 no 　 basis　 for　 accepting

the 　principle　 of 　your　 claim ．

〔和訳〕

主題 ： 予期せ ぬ 地盤条件 ク レ ーム

　貴方 は す で に ク レ
ー

ム 通 知 を し て お り当方 もそ れ を受 け

と っ て い ます 。

　現在遭遇 して い る実際の 自然条件が，入 札時 に 入手 で き

る すべ て の 情報 を調 べ て，経験 あ る コ ン トラ ク タ
ーが 正 当

に 予測 で きた で あ ろ う条件と相違 して い る とい うこ と を，

貴方 が詳細 に示 して くれ る の を待 っ て ク レ
ー

ム 根拠 の 正 当

性 をも っ と検討 ・判断 しま す。

　 こ の た め に は 貴方 が遭遇 した 地 盤条件は ， 正 当に 予 測 で

きた で あ ろ う地盤条件 と違 っ て い る こ と を論証しな けれ ば

な りま せ ん。今 日 ま で ま だ な され て い ま せ ん。

　 当方 に 入手 で き る 資料 ・情報 に よれ ば ， 貴方 の ク レ ーム

の 原理 を認 め る 根拠 が な い とい う当方 の 意見 に変わ りは あ

りま せ ん 。

　 コ ン トラ ク タ
ー

は，トン ネル 工 事中種々 の 資料 を集 め，

検討 して トン ネ ル 貫通後 に ク レ
ーム 書類 を提出 し た。こ の

書類の 中で 「正当 に予測された 地盤条件」 と 「実際 の 地盤

条件」 の 相違 を技術的 に 証明 Gustihcation） し，施 工 法 の

変更 お よ び追加費用 に 関す る 原 因 と結果を正 当化 し て い っ

た 。

　 こ の うち特記仕様書 の 記述 に 関 して こ の ク レ
ー

ム 書類 に

含まれ た部分 を示 す 。

　The　 ground 　 conditions 　autually 　experienced 　by　 the

ContractoT　 were 　 rnaterially 　different　from 　those 　 which

could 　 reasonably 　have 　been　 expected ．　The 　 conclusions

nppearing 　in　the　main 　body　 of 　this　Submission　can 　be

conveniently 　stated 　here．

　ω　Competent 　ground 　conditions 　were 　 encountered

A 皿 i1，1989

講　 座

　正or 　only 　79　m （8％ of 　tota1）1n　the　Eastbound　and

　90エn （9％ of 　 tota1）in　 the　 Westbound　 Tunnels ．

　 Ground 　 conditions 　 over 　 the　rest 　 of 　 both　tunnel

　lengths　were 　not 　competent 　 and 　 required 　 at 　least

　one 　of 　several 　face　support 　methods 　which 　included

　timhering ，　hand−excavating ，　rockbolting ，　shotcreting

　and 　compressed 　air ．　 The 　Factual　 Report，　 on 　 the

　 other 　hand，　 set 　 forth　data　fro皿 　which 　 the 　 Con−

　tractor　 was 　 led　to　judge　that　the 　Jurong　For皿 ation

　would 　be “
competent

”for　the　 majority 　 of　 tunnel

　length．　Moreover，　Particular　Speci丘cation 　Clause

　 2．2．2stated　 that　 this　 would 　 be　 the　 case．

（li）　Based　 on 　the 　borehole　description　and 　data　in

　the 　Factual　 Report，　for　 almost 　 the　entire 　length

　 of 　the 　tunncls 　the　excavation 　face　could 　be　expect −

　ed 　 to　he　 stable 　 and 　 stand 　 unsupPorted ．

〔和訳〕

　コ ン トラ ク タ
ーが実際 に経験 した 地盤条件は正 当に 予 測

され た もの と 実質的 に 違 っ て い 鵡，こ の ク レ
ー

ム 書 に 出て

い る 結論を こ こ で と りま とめ記述す る 。

　ω　安定 した 地盤条件 だ っ た の は東行 トン ネ ル で 79m

　　（全長 の 8 ％），西 行 トン ネ ル で 90m （全長の 9％） だ

　　け で あ っ た。両 ト ン ネル の 残 り延長 の 地 盤 条件 は切 羽

　　が自立 せ ず，山留 め，手掘 り，ロ ッ ク ボ ル ト， シ ョ ッ

　　 トク リ
ートそ し て 圧 気 な ど の 切羽支保 の どれ か

一
っ が

　　必 要 で あ っ た 。

一
方地質 レ ポー

トは ，コ ン トラ ク タ
ー

　　が ジ ュ ロ ン 層は トン ネ ル 延 長大 部 分 で は 自 立 す る

　　（competent ）で あ ろ う と判 断す る に 至 らす デー
タ を示

　　し て い た。更 に特記仕様書 もそ の とお りで あ る と記述

　　 し て あ っ た。

　  　地質 レ ポー
ト の 中の 土 質柱状図 の 説明 文 や デ

ー
タ に

　　よ れば， トン ネ ル 全長 で 掘 削切羽 は安定 し支保な し で

　　自立す る と予測 さ れ うる。

　5．5．2　ク レーム 交渉

　こ の ク レ
ー

ム 書類がエ ン ジ ニ ァ に提出 され て か ら意見交

換 ・説明そ して 交渉が続け られ た。エ ン ジ ニ ァ 側 の 地 質工

学技術者お よ び現場 を監 理 した トン ネル 技術者 と，コ ン ト

ラ ク タ
ー側の 同 じ立場 の 技術者 の 間 に 長 い 論争 が続 い た。

　 こ の 種 の 予期せ ぬ地 盤条件の ク レ ーム で の論点 は，一
般

的 に は 予測 した 条件 と実際 に遭 遇 した 条件 が地質学的 また

は 地質工 学上 の 点 で どの よ うな相違が あ る の か とい うと こ

ろ に ある 。 した が っ て ， こ の 種 の ク レ ーム の 査定 で は ，地

質専門家 ま た は地 質工 学技術者が主 役 とな る。しか し こ の

ケ
ー

ス で は ，コ ン トラ ク タ
ーは トン ネル 技術者を立て ，エ

ン ジ ニ ア 側 は地質工 学技術者を立 て て きた 。

　当然 の こ と ，
エ ン ジ ニ ア 側 の 地 質 工 学技 術 者 か ら
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’“
competent

”
の 解釈 と特記仕様書 の 記述 の 解釈 で 異論 が提

起 され た 。 彼は地質 レ ポ ー ト の 中 で 使 用 さ れ て い る

“
competent

’

とい う言葉 を地質学的 に解釈 した の で ある。

地 質 レ ポー
トの 中で こ の 言葉が使 わ れ て い る 1 例 を示す 。

　In　 all　three 　cases ，　 it　 appears 　that　the 　weak 　 sedimen −

』
tary　rocks 　 of　the 　Jurong　Formation 　are 　the 　stronger ，
．more 　competent 　material

，
　 at 　least　near 　the 　surface

，

・

〔和訳 〕

　 3 つ の ケ
ー

ス すべ て で ，ジ ュ ロ ン層 の 弱 い 堆積岩 は ，少

な くとも地表面近 くで は より強 く， よ リコ ン ピ タ ン トなも

．
の で あ る 。

・・…・
。

　彼 の 解釈に よ れ ば，レ ポ ー
トの 中で は ジ ュ ロ ン 層 （トン

ネル は ジ ュ ロ ン 層 を掘進 す る ） は competent と言 っ て い な

い 。他に 比 して competent とい っ て い る だ け で あ り，相 対

的 な意味で使わ れ て い る 。
competent な層は し ゅ う曲とせ

ん断 （faulting　and 　shearing ）を うけ て い る こ とや ， 柱状

図 に示 され た 不利益 な記 述 （例 え ば破砕 され て い る，節理

の 多い な ど）を合わ せ て読め ば， 地質学的に は competent

strata は もろ い 層と解釈され る 。 そ の 結果特記仕様書の 記

述 が も し ， トン ネ ル 用語 で 解釈 され る な らば ， そ の 記述 は

地質 レ ポートと矛盾 して お り， こ こ も地質学的 に解釈され

るべ きで あ る と主張 し て きた。

　参考 に
“
competent

”
の 地 質学的意味を地 学辞典か ら引

用す る と下記 の よ うに ， トン ネル 用語 の そ れ とは 違 うイ メ

ージ が出て くる。

　Competent 　bed．　A 　rock 　layer　which ，　during　folding，
flexes　without 　appreciable 　flow　or 　 internal　 shear ．　 In

meta 皿 orphosed 　 rocks 　a 　competent 　bed 　 will 　not 　develop

slaty 　cleavege ．

　（lncompetent 　 bed．）Competency 　of　rock ： is　a　relative

term ，　 depending 　to 　some 　 extent 　 on 　 the　 surrounding

r ・ CkS ，　 i．e．ar ・ Ck 　in ・ ne 　sitUati 。 nmay 　 aCt 　 aS 　 a　 C・ 【n −

petent 　horizon　 while 　 in　 other 　 circumstances 　 an 　 iden−

tical　rock 　may 　act　incompetently．

〔和訳〕

　 コ ン ピタ ン トな層　 し ゅ う曲 を う け て い る とき，さほ

どの 流動 または 内部的 せ ん断 を伴 わ な い で 屈曲す る岩の

層。変成岩で は コ ン ピタ ン ト な層は 石板状の 裂開 （イ ン

コ ン ピ タ ン トな層）を もた ら さな い e 岩の コ ン ピ タ ン シ

イ は ある 程度周辺 の 岩 に よ り相対的 に 使わ れ る 術語 で あ

る。す な わ ち，あ る 状況で の 岩は コ ン ピ タ ン トな範ち ゅ

う と して挙動す るか も知れ な い し，一
方他の 状況 で は 同
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一
の 岩 が イ ン コ ン ピ タ ン トに 挙動す る か も知 れ な い 。

　 エ ン ジ ニ ア 側 の 地質 工 学技術者 は，時々 実際 の トン ネル

地 盤 を観察 し て お り，そ の 知識を も っ て 入札時 の 地質 レ ポ

ートな ど を解釈す れ ば容易 に トン ネル 工 事 に不利益な記述

部分 を見つ け出せ る で あろ う。実際 ニ ン ジ ニ ア 側 は そ れを

展 開 して い っ て ，コ ン ト ラ ク タ
ー

は 不利 な ま た は 不安定な

トン ネル 地盤条件を予測 で きた で あ ろ うと主張 し て い っ た。

　地質工 学技術者 と トン ネ ル 技術者 の 意見 の 相違 の 中で，

特 記 仕様書 の 記述 の 解釈 に 関 し て 次 の 1接が 提案 され 検討 さ

れ た。

　（1） 第 3 者 の 地質 工 学技術者に
“
competent

”
の 解釈を

　　 し て もら うこ と。コ ン トラ ク ターは ア メ リカ 人 の 地質

工 学 コ ン サ ル タ ン トに こ れを依頼し た。彼 の 解釈は

「mo 「e　comPetent ，　most 　comPetent そ し て competent

の 使用は誤解を招 くもの で あ る 。 しか し特記仕様書 の

部分 は この 書類の 中で は 以 下 の とお りで あ る 。

　Section　 2．2．2　0f　the　particu1且r　Specification

should 　be　 interpreted　 as 　meaning 　tbat　the 皿 ajority

of 止 e　length　 of 　the 　tunnels 　 would 　be　constructed

within 　 competent 　 ground 　of　 sandstene 　S2　which

would 　 stand 　unsupported
，
　 not 　 requiring 　support

when 　a　 tunnel 　 is　excavated 　through 　 it．

〔和訳〕

　特記仕様書 の 2．2．2 章 は，トン ネル 延長 の うち 大部

分 は 自立す る competent な砂岩 S2 の 中 に あ り， そ の

地盤 を トン ネ ル 掘進 す る時 は サ ポ ートを必 要 と しな い

と解釈 され る ぺ き で あ る 。」

  　 こ の ク レ
ーム の ポ イ ン トは ， 入札時 に どん な トン ネ

　 ル 地盤条件 が 正 当に 予測 され た の か に あ る。

　　 コ ン トラ ク タ
ー

は，特記仕様書 の 記述 を作成 した の

　 は エ ン ジ ニ ア 側 の トン ネ ル 技術者 で あ り，地質を調査

　した 専門家 の 意見を聞い た り，地質 レ ボー
トを研究 ・

　検討 した の ちに，彼 が トン ネル 地 山は competent と

　判断 し て 詑述 し た もの と 考 え られ る と主張 した。事実

　 エ ン ジ ニ ア は こ の こ と を認 め た。し た が っ て ，エ ン ジ

　 ニ ァ 側 も実際 に遭遇 し た よ うな崩壊 しやすい トン ネル

　地山は，入札時 に 予 測 で きなか っ た もの で あ り， ト ン

　ネル 掘 削 して い く うち に わ か っ た こ とで あ る。あ とに

　な っ て わ か っ た こ とを根拠 に して コ ン トラ ク ターの ク

　 レ ーム 根拠 を判断す る の は公 正 で な い
。

　上記 も考慮 に 入れ そ の 後も両者 の 地質工学技術者と トン

ネ ル 技術者 の 問で 果 て しな く議論が続き ， 最終的に は トン

ネ ル ル
ートに そ っ て行わ れ た 約60本 の ボーリ ン グ柱 状 図
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（入札時 に示 され た も の ） を彼らで再 糟査 し て ，切羽 の 安

定性を色分 けな どして い っ て ク レ ーム 根拠 を再査定 し た 。

　 こ れ ら長期間 の 地質学的，工学的な議論 とボ ー
リ ン グの

再精査 を通 し て，技術者同志 が お 亙 い に理解 で きる よ うに

な 1 ，すなわち良 く＝ ミ ュ ニ ケートで きる よ うに な っ て い

っ た の が最終的に は ク レ
ーム の 解決 へ 大き く貢献 した 。

　 5．5．3　ク レーム 解決

　予期せ ぬ不利な地盤条件 に遭遇した こ と を証明 し た ク レ

ーム 書類を邏出 し て か ら，長 い 期間の 交渉を経て約 1 年後

に エ ン ジ ニ ア は，ク レ
ーム に は 根誕 あ ！ と認 め た。以 下 に

特記仕様書 の 誕述 に 対す る 判断 も含 め て こ の ク レ ーム を認

め た 手紙の 抜粋を掲げ る。

Dear　 Sirs

Subject　： Unforeseen　Grg ｝塰d　Condまtig駐里鵡 Tunnels

　IIefer 　to　your 聖etter 　of 　X ，1986　in　which 　you 　gave

nQtification 　that　the　adverse 　ground 　conditions 　recorded

in　your 　letter　of 　Y 、1986　were 　unforeseen 　pursuant 　to

C 玉aus 。 120f 亡he　 Conditions　 af　 Contract　 and 　 that　y   u

were 　therefore 　en 毛itled　to　additiona ｝　t三r 鼠 e　a 職d　reim −

bursement　 of 　 addit
’ional　 costs 　 as 　a　result 　of　the 　adver 島e

ground 　 conditlons ．

　 1．　 …………

　2．　 Throughout　the　tunnetling 　operat 玉o 且 s，　 you 　con 「

　　tlnued　 t。　 eontend 　 that　 gr。 und 　 conditions 　 were

　　皿 ore 　 adverse 　than 　 were 　foreseen　 and 　yoll　submit
・

　　ted　a 　claim 　report 　in　support 　of 　 your 　 claims 　 for

　　Ti。 ng 　 Bahru （TIB）t・ OULra 皿 Pa ：k （OTP ）tun −

　　n 巳ls……．　Your　cla 童m 　 report 壬or 　OTP とQ 　Maxw εH

　　（MW ）was 　submitted 　iロ ……・

ロ
　
　ロ
　
　ロ
　

　　
　
　ロ

34567It

　is　my 　vlew 　that　 the 　 statements 　 in　 the 　 Par一

　t三cu 正ar 　Spec量丘cation 　on 　the 　
“
co ：ロ petencゾ

’
　of 　the

　sandsto11e 　cannot 　be　interpreted　to　the　exclusion

　of 　all　 other 　 information．　 The　data　provided　三n

　Factual　RePort 　indicates　that 出 e　rQck 　三s　high正y

　fractured　 and 　 would 　 require 　 some 　te皿 porary

supPort ，　I　have，　however，　takea 　the 　statements 量・to

acc ・ unt 　in　my 　assessment 　 of 　the　claims ．

8．　 Ihave 　formed　the　oP   ion　亡hat　you 　have　en −

　countered 　un 壬oreseen 　adverse 　ground 　conditi ｛》ns 　to

some 　degree　in　a 至1　four　tunnels ．　Because 　the

unforeseen 　 cond 玉tions　generally 　iロ volve 　questions

of 　degree ……．

Apri 鞏，　1989
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〔和訳〕

主題 ： トン ネル に おけ る予期せ ぬ 地盤条件

　X 日付手紙参照。 貴方は そ の 手紙 に て ， Y 日付手紙 に詑

録 され て きた不利 な地 盤条件 は，契約約款12条に基づ き，

予測 で きな い もの で あ っ た こ と ， お よび そ の た めに正 当に

工 期が延長で き追加費用を支払 っ て もらえ る 権利 が あ る と

通知 し て きま した、

　 工鹽　 M・………

　2．　地盤条件 は 予測 した もの よ り悪か っ たと トン ネル 掘

　　進中ず っ と貴方 は 主張 し て き て，チ オ ン ・バ ル ーか ら

　　オ ートラ ム ・パ ー
ク まで の トン ネ ル の ク レ ーム を支持

　　す る ク レ
ー

ム レ ポートを
一

日 付に て提 出 し ま し海。オ

　　ートラ ム ・パ ークか ら マ ク ス ウ ェ ル ま で の トン ネル の

　　ク レ
ーム レ ポートは

一
日付 に て 提躓され ま した。

3．

4．

5．

6、

7． 特配仕様書 の 中の
“
c・mpetency ・f　Sand ・t・ ne

”
に

　つ い て の 記述 が す べ て で ， ほ か の 悔報を除外 して よ い

　とい う解釈は で きな い と私 は考 え ます。地質 レ ポート

　に示 され た デ
ー

タに よ れ ば ， 岩は非常に 破砕 され て お

　b ， あ る程度の 仮 の サポー トを 必要 とする で あろ うと

　レ、 うこ と力雪わ カ・ ります。

　　しか しな が ら ク レ ーム の 査定 に お い て こ の 配 述

　（statement ）を灣慮 し ます。

8． 私 は ゑ杢の トン ネをすべ て に お い て ある程幽＿理 1工

　豊 なか っ 藍不利 な地盤条件｝鐘 方は 遘遇 した と い う

　意見 に至 りま し た e 朋 白な条件の 変更 と違 っ て ，予灘

　せ ぬ条件は
一
般 的 に程度 の 問題 を招来す る の で ，…t・t

　 こ れ に よ リク レ ーム 根拠 が
’
認 め られ た こ とに な り，こ れ

以降 は 支払 い 対象 と な る追蜘費用項 目の 範囲 と金額の 査定

に 移 っ て い くこ と に な る n 金額 の 点 で 会意に 達す る ま で 更

に 長 い 時間 を要 した こ と を付記 し て お く。

5．6　おわ りに
一
技衒英語 に よ る コ ミ ュ ニ ケ

ーシ

　　　ョ ン

　海外工 事 に おい て 技衛英語 な る もの が どの よ うに使われ ，

どの よ うな役割 を担 っ て い る か
一一

つ の 事例 に つ い て 述 べ て

みた 。 特 に，土 と基礎 を専門 と す る技術者 は ，主 た る 土木

工事 の 見SS　i）か ら施 二L管理 ， そ して ク レ
ーム まで

一
貫 して

技術英語 と深 くか か わ っ て 仕事 を して い か なけれ ば な らな

い
。 そ の 技徳英語をもっ て 立 場 の 邏 う人，時 に は 職種 の 異

な る人 と コ ミ ュ ニ ケ
ートして い くこ と が要求 され る e

　仕様書は意思伝達手段 の ∵ つ で あ り，そ こ に 書 か れ た技

術英語 な る も の に よ っ て ，書 き 手 （writer ）と 読 み 手
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講　　座

（reader ）が正 し く コ ミ ュ ニ ケートで き る も の で な け れ ば な

ら な い 。特記仕様書の 記述 （すな わ ち ，
Competent　strata

の 記述） に 見 られ たよ うに ， トン ネ ル 技術者 と地質工学技

術者 か ら違う解釈 が で て く る の を 防 ぎ ，

一
つ の 記述 は共 通

な解釈が で き る よ うに 明確にす べ き で あ っ た と思 わ れ る。

　正 しい 英語 に よ る コ ミ ュ ニ ケー
シ ョ ン を行 うた め に は

　（1） 技術者と して の 正 確な技術 的 知 識

　  　状況 の 明確な設定また は状況 の 的確な 把握

　  　正確な英語表現

が 必 要 と な る 。

　 英国 人 ま た は米国人 が英語 で ，あ る事を説明 して も我々

日本人 に とっ て そ の 内容 が不明確 な場合，そ の 原因 が 日本

人 の 英語 理 解力不足 に ある の で は な く，説明す る 英米人 に

正 確 な知識 が な く， 状況 の 設定 の 不 明確 さに あ る 時 が 多々

ある 。

　次 に，正 確 な 技術的知識を 正 し く英語 に て コ ミ ュ ニ ケー

トす る の に適切な英語表現が必要 に な る。英語の 表現 の 基

本 は，英文 は ロ ジ ッ ク （論理）が あ る とい うこ とを 知 り，

こ れ を習得す る こ と で は な い か と思 う。

　通常 の 日本文 は そ の ま ま英訳 で き な い の で ， 目本文 に て

意図す る と こ ろ を理解 して か ら英語的日本文 に す る 必 要が

あ る
。 最近 は コ ン ピ ュ

ーターに よ っ て 英訳 で きる よ うに な

っ た が，英語 の ロ ジ ッ ク に合 うよ うな 日本文 に変換 して イ

ン プ ッ ト しな け れ ば ， 正 しい 英文と な っ て ア ウ ト プ ッ ト さ

れ る こ と は な い 。

　 こ の ロ ジ ッ ク を習得す る に は，英文技術書，論文等 を数

多く読む こ とで あ る。読み こ な して い く うち に英語特有の

ロ ジ ッ ク が あ る こ とが わ か る 。
こ れ が理解で きれ ば， そ の

英文 の 書 か れ た状況 も把握 で きる よ うに な り，正 し く コ ミ

ュ ニ ケ
ー

トで き る よ うに な る 。

　海外工 事 に 関与 す る 発注者 ，
エ ン ジ ニ ア ／ コ ン サ ル タ ン

トそ し て コ ン トラ ク ターの 間で は ，
コ ミ ュ ニ ケー

シ ョ ン が

最 も重要な役割を果た し， そ の コ ミ ュ ニ ケー
シ ョ ン は各部

門を担当す る 入 と入 と に よ っ て 行わ れ て い く。 すなわ ちプ

ロ ジ ェ ク トの 成功 は っ ま る と こ ろ，人 と人 との コ ミ ュ ニ ケ

ー
シ ョ ン に 支え られ て い る と言 え る で あろ う。

　最後に 拙文が
， 今後 ， 技術英語 を コ ミ ュ ニ ケ

ー
シ ョ ン の

道具と し よ う と して い る読者に ， 何らか の 役に 立っ こ とが

で きれ ば幸い で あ る 。
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